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リ
ア
リ
テ
ィ
の
高
い
内
容

寸志る
七
月一－
十
八
日
の
「
ソ
迎
湖
町
の
自」

に 、ゴルバチョフ・ジ

漉共蹟党内組泌がお

こなったアヲア・太平
洋地繊の平和と安全

保障にかん

する演説は 、
耐期的
な泊必性を

もつものであった 。ウラヲオストックとい

う
樋点ソ辿

の太平作沿問
抑制市
で巾附や口本

などアタア
初凶書留のまえにレてなされた

とい
う効川端もさることながら 、まず知一

に 、モの
内明。がきわめ
て包制的かつ
U体的

で、従米のソ
洲市川脳の

政治口伝的なこの秘

のスピーチとは、まったく性質の異なった

ものであった 。
知二に 、今回のゴルバチョ
フ前説は、七

0
年代末以来の
詔冷戦の時代」の一方の

山1W者であり、
そ
の貨任
を負っていたソ川崎

が 、
字からの忌まわレい
過去

を消符υょ

うとじていること
高白に
諮っているこ

と
である。

そし
て姉三には、アフガニスタンからの

八側泌隙の州選 、モンゴル
猷割ソ辿川の相

山！句部分の微収 、中川との

地よ兵均制
比削減

話の
回定ど 、

革路上
主おめ
ず』叫

裂なm
m慨について 、ソ迷が近い将来の白

己の
行動計耐そ公開の場で一方的に約成し

たことである。このさつなことは、従来の

ソ
泌外交には児られないことであった。こ

こにも 、
現実主
義的なゴルバチョフ
新外交

の鋭々
ならぬ
意欲が感じられるといえよう対ソ外交戦略とシナリオを

が 、
それ以上にゴルバチョフ
併記民は、プ

レグネフ問外交のマイナス
泊刷から
僻世汲

だれよ
2必死になってい
る議む
をも

で
台ょう。
いずれにせよ 、今Mの
前崎は、

一砲の新しいグロlパリズムに滋づくゴル
八チョフ内M山口民
自身の情一
山升即時減
を晶、刷的に

－mしたとい
うト闘
でも滋味潔いものであった

レ 、アヲア
各賂域の状況について 、
安おめ

で叫体的に尽及されていることが、この出

品柄のリアリティ
亭還しく・帥めていた 。
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除
去
さ
れ
る
中
ソ
聞
の
障
害

こうした印象
事広は
得たの
であるが、今

凶の
油旧制は 、アヲア・

太平作地域のほぼ余

地にわたっているので、ここ
ではとくに 、

中ソ
聞係と日ソ
聞係にしぼって 、
間制点を

京
外
大
教
授 した状町下において 、中同のいわゆ

市シ

関係改内のための7・大開古eは、兆際に

は、開
側必閣
を明町立たせないための
部小平

主任らの西側首脳へのプレゼントでしかな

かったので
多＠が、今闘の・J明に削って 、

中ソ
関係の関川は名出とも
に除去
守口れるこ

とになろう 。ベトナム
情勢にかんしても 、

チュオン・チン

祈体制下で中凪

関係改仰が

円相にのぼりつつ
多＠こと
を忘れてはなる

まい 。こうして 、中ソ
聞係の
伎作
亭桶に 、ア円J

中
山鳥

嶺
雄

いであろう 。
詩 吟 撃 ち 議 そ芙芸作竹村 ・圃圃麟撲響機持 法 問 問 民 持 駐 日A玄 忘 る笠似竺宅託乏富芳三J 急 ・園田置園面 総立教型農議室 完 投 を 円高も 断 と はで
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制
りrrげて
みたい 。

まず中ソ
関係についてであるが、私が従

米か
ら強制レてきたように 、中ソ
関係はい

まやきわめて脳捌に推
帥惜しているこ
とを改

め
て冊認レなげればならない 。今回も
忍

煩ウイグル自治区と力ザフ共和
国を結ぶ鉄

迫の組世協山
間国に
前向きの問符を匂える

山政が
努2とゴルバチョフ
内岨誕は掛っ

ているが 、モスクワ

l北京聞を鍛短距離で

結ぶ。ユーラシア
大同
縦貧鉄迫eは、すで

に符ーされつつあり 、中川側「大問北計

州Lへのソ辿の
協刀もとりつげられてい

て 、将来は、シベリア問先へ
の中同
人労働

hHの鎚供もあ
り判るように思われる 。こう

ア
社童
謡の
－内制成が
すすみ 、相一接待

と相互楠完の
関係が強まるであろうが 、
そ

れは、今日の
社会主議国が 、ソ巡も中園

も 、
その内政、とく
に締罰の脆
弱性に同副

しつつあるだげに 、当然の成り行さだとい

えよう 。とくにソ
辿は 、プレタネフ附代の

出諮問の

事由美のコストに悩んでお

り、今回の川町配楽の
刊到にも 、
そのことが

け子手』いる 。
いまや社会主
筏MMは、かつてのように

戚掛よく「内備もめ」をしてい

る余裕もな

くなりつつ
あるのだから 、この山
手持品に

見きわめれば 、中ソ
和解が日本にとって安

全保陣Kの街戚にな
るとは必ずしもいえな
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